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地
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で
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農
業
者
を
紹
介
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平
成
１７
年
に
有
限
会
社
高
橋
農
園
と
し
て

法
人
を
立
ち
上
げ
、
昨
年
で
２０
周
年
の
節
目

を
迎
え
、
現
在
は
株
式
会
社
高
橋
産
業
で
あ

る
代
表
取
締
役
の
高
橋
正
行
さ
ん(

61)

に
農

業
に
か
け
る
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

高
齢
化
に
よ
る
農
家
戸
数
の
減
少
が
続
く

中
で
あ
る
が
、
農
業
は
ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ

が
あ
る
。
ま
た
、
農
地
も
守
っ
て
い
き
た
い
、

そ
の
た
め
企
業
と
し
て
取
引
を
し
て
い
き
た
い

と
の
思
い
か
ら
市
役
所
を
早
期
退
職
し
、
法

人
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

経
営
規
模
は
、
当
初
11
㌶
か
ら
現
在
は
52

㌶
と
年
々
規
模
拡
大
を
し
て
い
ま
す
。
最
初

の
10
年
間
は
集
積
、
次
の
10
年
間
は
集
約
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
水
稲
が
中
心
で
あ
り
、

在
来
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
BL
、
ゆ
き
ん

子
舞
が
主
で
す
。
酒
米
と
し
て
五
百
万
石
、

島
内
で
は
珍
し
い
ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
な
ど
も

扱
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
で
は
、

WCS
、
大
豆
、

そ
ば
な
ど
多
角
的
に
栽
培
し
て
い
ま
す
。
販

路
は
ネ
ッ
ト
販
売
が
好
評
で
、
関
東
の
ス
ー
パ
ー

や
島
内
ホ
テ
ル
に
も
卸
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

従
業
員
は
５
名
で
20
代
、
30
代
か
ら
40
代
、

60
代
と
様
々
で
す
。
通
年
雇
用
の
確
保
の
た

め
、
冬
期
の
除
雪
や
河
川
堤
防
の
除
草
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。
食
味
セ
ン
サ
ー
付
き
の
大

型
コ
ン
バ
イ
ン
、
ド
ロ
ー
ン
で
の
防
除
等
ス
マ
ー

ト
農
業
も
取
り
入
れ
、
省
力
化
、
効
率
化
も

図
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
将
来
像
を
お
聞
き
す

る
と
規
模
拡
大
も
考
え
て
は
い
る
が
、
不
透

明
な
部
分
も
あ
る
。
し
か
し
、
農
地
を
守
る

お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
し
、
次
へ
の
継
承

も
し
っ
か
り
や
り
た
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
田
ん
ぼ
を
守
る
会
社

と
し
て
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

知って得する！農業者年金
農業者の方は、 国民年金の上乗せの公的な年金
「農業者年金」 に加入して安心で豊かな老後を！

※農業者年金の加入には、
●「国民年金第 1 号被保険者であ
ること」
●「年間 60 日以上農業に従事して
いること」
●「60 歳未満であること」
の３つの要件を満たしている必要が
あります。

農業者なら誰でも入れる　　　　　　　　　　です！「終身年金」

一定の要件を満たす方には、

　　　　月額最大1 万円の保険料補助
加入で大きな節税効果！

保険料は全額社会保険料控除の対象

※詳しくは、 農業委員会又は最寄りのＪＡへお尋ねください。

　

米
の
小
売
価
格
が
高
騰
し
た

「令
和
の

米
騒
動
」
か
ら
一
年
余
り
が
過
ぎ
て
も
ま

だ
収
束
の
兆
し
が
見
え
な
い
。
良
か
っ
た
の

は
農
家
の
苦
労
も
み
て
「米
の
適
正
価
格
」

を
国
民
が
考
え
て
く
れ
た
こ
と
だ
と
思

う
。
生
産
者
は
販
売
価
格
も
上
昇
し
、
農

業
の
維
持
に
一
定
の
め
ど
が
見
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
耕
作
者
の
高
齢
化

と
作
業
機
械
、
肥
料
の
高
騰
で
依
然
と
し

て
農
地
の
維
持
に
課
題
は
多
い
。
組
合
や

法
人
化
で
、
機
械
の
大
型
化
、
農
用
地
の

集
約
化
も
含
め
農
業
維
持
の
た
め
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
本
誌
発
行
に
際
し
、
お
忙
し
い

中
で
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

                                       

中
川

令
和
7
年
5
月
28
日
に
、
東
京
の
渋
谷
公

会
堂
を
会
場
に
、
会
長
以
下
関
係
者
を
含
め

て
約 

千
八
百 

人
の
方
々
が
参
加
し
、
令
和
7

年
度
全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
会
中
に
も
関
わ
ら
ず

衆
参
両
議
院
か
ら
多
く
の
議
員
の
方
々
が
来

賓
と
し
て
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
6
年
6
月
に
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
法
が
改
正
さ
れ
、
令
和
7
年
度
か
ら
の
初

動
５
年
間
を

「農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
期

間
」
と
位
置
付
け
、
各
種
施
策
の
見
直
し
を
行

う
た
め
、
「改
正
基
本
法
、
基
本
計
画
に
お
け

る
政
策
の
実
践
に
向
け
た
提
案
」
を
議
決
し
ま

し
た
。
大
項
目
で
は
６ 

項
目
で
次
の
と
お
り
で

す
。(

中
項
目
と
し
て
は
多
数
の
た
め
記
載
省

略)① 

施
策
の
具
体
化

② 

地
域
計
画
の
実
行
に
向
け
た
支
援

③ 

時
代
に
適
合
し
た
農
地
制
度
へ
の
見
直
し

④ 

農
業
・
農
村
を
担
う
者
の
育
成
・
確
保

⑤ 

農
村
の
振
興

⑥ 

農
業
委
員
会
系
統
組
織
の
予
算
確
保
と
体

制
整
備

大
会
終
了
後
、
都
道
府
県
選
出
の
国
会
議

員
に
対
し
て
議
決
さ
れ
た
議
件
の
趣
旨
説
明

を
行
い
、
ス
ム
ー
ス
に
審
議
可
決
さ
れ
る
よ
う

要
請
を
し
ま
し
た
。

翌
日
、
10
分
程
度
で
し
た
が
、
青
森
県
津
軽

地
方
某
町
の
会
長
と
雑
談
し
ま
し
た
。

津
軽
半
島
で
は
基
盤
整
備
中
で
、
一 

区
画

２
㌶
の
面
積
で
す
。
ち
ょ
う
ど
田
植
え
の
時
期

の
た
め
一
旦
田
植
え
を
中
断
し
大
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
す
ぐ
に
帰
省
し
田
植
え
に
戻
る
と

支払った保険料は

全額社会保険料控除の対象！

運用益は非課税！

農業経営の状況に応じて

保険料を増額し、節税額をアップ！

詳しくは… 農業者年金基金

https://www.nounen.go.jp

そのほか生涯を通じて様々な税制面での優遇措置
がある!

検索

国民年金＋農業者年金！
老後の備えは

※農業者年金に加入できる方の要件は以下
の通りです。

・年間60日以上農業に従事している方で、
・国民年金第１号被保険者（60歳未満）
 又は、国民年金の任意加入者
 （60歳以上65歳未満）
※詳しくは、お近くの農業委員会、又はJAへ！
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会長　金田 勝廣

言
わ
れ
、
知
名
度
の
高
い
新
潟
の
コ
シ
ヒ
カ
リ

が
羨
ま
し
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
お
互

い
に
担
い
手
不
足
、
後
継
者
不
足
で
将
来
の
農

業
継
続
が
か
な
り
厳
し
い
と
話
合
い
ま
し
た
。

農
業
委
員
会 

会
長

金
田
勝
廣(

佐
和
田)

農業委員会 H.P

過去の 「農業委員会

だより」 が見られます。

https://www.city.sado.niigata.jp/site/noui/

佐渡市
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農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

（利
用
状
況
調
査
）

を
終
え
て

金田会長の議事提案説明

　

令
和
７
年
７
月
１０
～
１１
日
の
上
越
地
区
視

察
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。
主
な
視
察
先
で

の
研
修
の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。

 

◆
農
研
機
構
中
日
本
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

　

農
研
機
構
は
、
全
国
的
に
展
開
す
る
研
究

組
織
で
、
地
域
の
農
業
・
農
業
経
営
が
抱
え

る
課
題
解
決
を
図
る
研
究
や
技
術
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は

「水
稲
初
冬

直
播
き
栽
培
」
に
つ
い
て
研
修
を
深
め
ま
し

た
。

  

近
年
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
と
離
農
に

伴
い
、
比
較
的
若
い
地
域
農
業
の
担
い
手
に
農

地
が
集
積
し
て
い
ま
す
。
急
激
に
増
加
し
た

農
地
の
稲
作
業
の
分
散
効
率
化
を
図
る
こ
と

は
重
要
で
す
。
こ
の

「水
稲
初
冬
直
播
き
栽

培
」
は
、
初
冬
に
田
ん
ぼ
に
タ
ネ
を
直
播
き

し
、
そ
の
ま
ま
雪
の
下
で
越
冬
さ
せ
、
春
に
発

芽
・
苗
立
ち
さ
せ
る
栽
培
法
で
す
。

  

所
内
試
験
で
は
、
品
種

「つ
き
あ
か
り
」
の

種
に
殺
菌
剤
を
塗
沫
し
、
深
度
1.0
～
1.5
㎝
程

度
に
な
る
よ
う
に
10
ａ
当
た
り
10
㎏
の
種
を
機

農
業
委
員
会
視
察
研
修
報
告

農
業
委
員

土
屋 

七
司(

佐
和
田)

械
播
種
す
る
と
、
安
定
収
量
に
必
要
な
苗
立

ち
率
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
県
内
の
各

地
で
栽
培
を
試
み
る
と
、
移
植
栽
培
に
は
劣

る
も
の
の
生
産
者
が
納
得
で
き
る
収
量
が
得

ら
れ
ま
し
た
。

  

播
種
適
期
、
品
種
、
圃
場
準
備
、
種
子
準

備
、
春
の
土
壌
鎮
圧
、
雑
草
管
理
等
の
技
術

向
上
が
必
要
で
す
が
、
先
進
的
な
栽
培
方
法

に
感
銘
し
ま
し
た
。

 

◆
有
限
会
社
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
清
里

  

地
域
農
業
者
の
高
齢
化
と
作
業
委
託
希
望

農
家
の
増
加
の
中
で
、
農
作
業
受
託
の
受
け
皿

と
し
て
設
立
さ
れ
た
公
社
と
一
体
化
し
た
農

業
法
人
で
す
。

  

「清
里
一
農
場
化
計
画
」
の
下
、
地
域
農
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
根
底
に
あ
る
の

は
設
立
者
保
坂
一
八
氏
の

「清
里
の
耕
作
放

棄
地
を
無
く
し
郷
土
の
農
地
を
守
る
」
と
い
う

熱
い
思
い
で
す
。
計
画
に
は
、
地
域
の
中
山
間

地
の
農
地
保
全
と
い
う

「社
会
的
使
命
」
と
経

営
体
と
し
て
「独
立
採
算
」
を
両
立
さ
せ
る
経

営
盤
石
化
の
戦
略
が
盛
り
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。

経
営
の
多
角
化
・
複
合
化
を
進
め
、
水
稲
当

初
面
積
１８
㌶
が
182
㌶
に
増
え
、
清
里
全
体
の

85
％
を
保
有
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
ハ
ウ
ス
園
芸
を
は
じ
め
と
し
和
牛
繁
殖
・

ブ
ド
ウ
栽
培
・
薪
製
造
及
び
も
み
が
ら
を
活

用
し
た
固
形
燃
料
等
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

新
た
な
事
業
を
始
め
る
際
は
、
ス
モ
ー
ル
ス

タ
ー
ト
を
意
識
し
、
最
初
の
５
年
は
小
規
模
で

試
作
し
、
技
術
の
習
得
や
作
業
を
分
散
で
き

る
か
吟
味
し
、
収
益
が
得
ら
れ
る
と
判
断
で
き

た
ら
本
格
的
に
栽
培
を
始
め
ま
す
。
一
企
業

と
し
て
利
益
を
追
求
す
る
だ
け
で
な
く
、
圃
場

整
備
の
大
区
画
化
の
推
進
や
集
落
の
広
域
連

携
の
促
進
に
向
け
、
農
地
の
利
用
調
整
、
農
作

業
の
連
携
調
整
、
農
業
振
興
企
画
運
営
等
に

積
極
的
に
取
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
の
夢
と
し
て
、
「農
場
の
隣
に
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
を
建
て
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
自

社
の
農
産
物
を
使
っ
た
料
理
の
提
供
や
農
産
物

の
販
売
、
そ
し
て
地
域
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

『農
地
を
生
き
返
ら
せ
る
農
業
政
策
を
望
む
』

　

令
和
７
年
6
月
9
日(

月)

に
行
わ
れ
た
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
金
井
・
佐
和
田
・
新
穂

地
区
の
都
市
計
画
法
用
途
地
域
か
ら
山
間
部

の
遊
休
農
地
ま
で
4
か
所
を
見
て
回
っ
た
。

　

新
穂
地
区
で
は
、
農
地
の
有
効
活
用
で
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
場
所
を
見
学
。
水
田

約
１
㌃(

１０
ｍ×

１０
ｍ)

の
広
さ
に
太
陽
光
パ
ネ

ル
を
設
置
予
定
で
、
権
利
設
定
や
転
用
許
可

を
得
た
農
地
で
あ
る
。
３
年
ご
と
に
許
可
申

請
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
。
発
電
し
た
電

力
は
、
隣
の
作
業
場
の
照
明
や
エ
ア
コ
ン
・
作

業
設
備
に
使
わ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

金
井
地
区
で
は
、
佐
渡
市
役
所
北
側
に
位
置

す
る
駐
車
場
を
見
る
。
こ
の
駐
車
場
は
田
ん
ぼ

か
ら
転
用
許
可
を
得
た
も
の
。
広
さ
が
３
，
８

２
４
㎡
あ
り
、
こ
の
広
さ
で
コ
メ
を
収
穫
す
る

と
約
２
ト
ン(

年
当
た
り)

に
な
る
。
市
役
所

か
ら
３
０
０
ｍ
以
内
に
あ
り
都
市
計
画
法
の
用

途
地
域
。
将
来
こ
の
辺
り
は
、
す
べ
て
田
ん
ぼ

か
ら
駐
車
場
か
住
居
に
変
わ
っ
て
い
く
の
で
あ

ろ
う
。

　
　

遊
休
農
地
の
例
と
し
て
訪
れ
た
の
は
金
井

地
区
の
山
間
地
域
で
、
２
車
線
の
き
れ
い
に
整

備
さ
れ
た
道
路
の
す
ぐ
北
側
に
あ
る
５
，
８
８

０
㎡
の
田
ん
ぼ
。
背
の
高
い
草
が
生
い
茂
り
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
木
が
生
え
始
め
て
い
る
。
隣
接

す
る
道
路
は
草
刈
り
が
さ
れ
て
い
る
が
、
黄
区

分

（基
盤
整
備
事
業
等
の
条
件
整
備
が
必
要

と
な
る
農
地
）
か
ら
赤
区
分

（森
林
・
原
野

化
し
て
い
る
等
、
農
地
に
復
元
し
て
利
用
す
る

こ
と
が
不
可
能
な
土
地
）
に
や
が
て
な
る
で

あ
ろ
う
。

　

次
に
訪
れ
た
遊
休
農
地
は
佐
和
田
地
区
で
、

ま
だ
田
植
え
も
さ
れ
て
な
く
草
が
生
え
始
め

て
い
る
。
田
ん
ぼ
の
そ
の
奥
に
は
藪
が
見
え
る
。

全
く
管
理
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
、
荒
れ
果
て

た
山
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

令
和
７
年
６
月
19
日
の
朝
日
新
聞
の

「声
」

の
欄
に
、
『「み
ん
な
で
作
る
」
農
業　

夢
じ
ゃ

な
い
』
の
タ
イ
ト
ル
で
三
重
県
の
方
か
ら
投
稿

が
あ
っ
た
。
日
本
の
農
業
は
、
大
規
模
農
業
や

法
人
化
だ
け
が
解
決
策
で
は
な
く
、
「細
々
続

け
る
」
農
業
、
農
家
だ
け
に
任
せ
な
い
で
み
ん

な
で
作
る
農
業
が
解
決
策
の
一
つ
に
な
り
え
る

と
の
意
見
。
大
賛
成
で
あ
る
。

　

我
々
、
農
業
委
員
会

(

農
地
管
理
の
プ
ロ)

が
い
ろ
ん
な
意
見
を
持
ち
寄
り
日
本
の
農
業

を
変
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。　

　

今
回
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
市
役
所
近
く

の
農
地
か
ら
駐
車
場
へ
の
転
用
許
可
と
、
山
間

部
の
遊
休
農
地
ま
で
佐
渡
の
農
政
の
課
題
が
見

ら
れ
た
。
若
者
が
作
り
た
く
な
る
よ
う
な
田

ん
ぼ
や
畑
を
ど
の
よ
う
に
増
や
し
て
い
け
ば
い

い
の
か
、
担
い
手
を
い
か
に
確
保
す
る
か
が
今

後
の
佐
渡
の
農
地
利
用
を
進
め
る
う
え
で
重

要
に
な
る
。
魅
力
あ
る
佐
渡
に
す
る
に
は
、
田

ん
ぼ
を
大
規
模
化
す
る
だ
け
で
は
な
く
若
者

が
作
り
た
く
な
る
田
ん
ぼ
や
畑
を
提
供
で
き

る
政
策
が
必
要
に
な
る
と
思
う
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

吉
田 

秀
樹(

金
井)

人
に
来
て
も
ら
い
、
地
域
振
興
に
寄
与
し
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

  

郷
土
清
里
の
農
地
へ
熱
い
思
い
か
ら
発
し
た

活
動
が
、
清
里
に
根
付
き
、
そ
し
て
清
里
が
発
展

し
て
い
る
こ
と
に
強
く
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

全国農業新聞とは…

　地域農業者の代表機関であ

る農業委員会のネットワークが

発行する、 週刊の農業総合

専門誌です。 農家の思いを

伝え農業 ・ 農村の 「未来を共

に考えます。」

毎週金曜日発行

月 700 円

( お試し期間もあります。 )

■ 購読の申込は、

佐渡市農業委員会へお気軽

に連絡ください。

　

佐
渡
市
農
業
委
員
会
は
、
全
国
農
業
新

聞
の
普
及
部
数
が
全
国
で
第
７
位
と
な

り
、
普
及
拡
張
特
別
優
秀
農
業
委
員
会

と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

全
国
農
業
新
聞
の
普
及
拡
張
に
対
し
、

全
国
表
彰
！

ワイン用ブドウのポット栽培の説明

水稲初冬直播き機の見学

金井地区山間地域の遊休農地を確認中

い
ち

自社開発の日本酒等


